（Ｈ26年9月）

· 「子ども参観日」が徐々に普及してきています！
「子ども参観日」ってご存知でしたか？

子どもの授業参観日があるのであれば、親の働いている姿を子どもたちに見せる機会があってもよいのでは？ということで、子どもの夏休み期間中に「子ども参観日」を実施する自治体や民間企業が徐々に増加しているようです。

その背景には、少子化対策の一環として国が制定した「次世代育成支援対策推進法」（以下、「推進法」という）が影響しています。この法律の理念は、子育てはその保護者だけでなく、隣近所や自治会などの地域社会、市町村や県などの地方公共団体、それに加えてその地域で活動する企業や両親が勤めている企業など、社会全体でその責任を分担するというところにあります。今回取り上げた「子ども参観日」も、推進法に基づいて企業が策定する行動計画において、推奨されている取り組みのひとつなのです。
では、具体的にどのようなプログラムが実施されているのか、以下に事例を紹介いたします。
　【神奈川県庁】（9：00～14：00で実施；子ども77名参加）
①通勤体験（親といっしょに登庁し、通勤ラッシュを体験）
②辞令交付（子どもたち一人ひとりに「一日体験職員」の辞令を交付）

③ミニビジネスマナー講座（「名刺の渡し方」「お辞儀の仕方」などを練習）

④知事との対話（一人ひとり名刺交換をして対話、全員で記念撮影）
⑤県庁を探検（議場等を見学）して昼食

⑥職場見学（親の仕事の説明を聞いて、簡単な作業のお手伝い）
　【㈱アシスト（ソフトウェア会社）】（10:30～13:00で実施；3日に分けて小中学生延べ24名参加）
①オリエンテーション（会社説明・クイズ、社員証と名刺を一人ひとりに配布）

②社内業務の体験（社内の携帯電話やパソコン等の操作）

③社内探検（受付、図書室、サーバー・ルーム等）

④職場見学（親の仕事風景を見学、親の上司や同僚と名刺交換）

⑤昼食・ゲーム（親といっしょに食事、簡単なゲームと景品）

⑥感想発表（子どもたちの率直な感想）
「子ども参観日」を実施するに当たっては、以下のようなマニュアルも存在します。
· 対象者・・・社員等の子ども、地域の子ども（幼稚(保育)園児～中学生）

· 準備する物・・・子どもがわかる内容の会社概要、親の仕事の内容がわかる資料、子どもが触ってもよい自社の製品等、子ども用の名刺や名札等、記念品

· 実施時間・・・半日程度（ただし、時間等は会社の都合によって短縮可）

· 実施モデル・・・①親といっしょに出勤する
②社長もしくは部長などと名刺交換する

③社内（工場）を見学する

④親やその他の従業員の仕事を見学する

⑤仕事を体験する（子どもでもできる程度にアレンジする）

⑥社長などと昼食をとりながら懇談する、記念撮影する
⑦記念品を渡す
もちろんマニュアルに合わせる必要は全くありません。あくまでも「子ども参観日」の目的は、
①親の職場や実際に働いている姿を見せ、仕事内容を聞かせることで親の仕事への理解を深めてもらい、家庭内でのコミュニケーションを活性化させるきっかけとしてもらうこと
②他の従業員の家族を知ることによって他者に配慮する心を醸成し、みんなが働きやすい職場環境をつくりだすこと
それぞれの会社でその特徴を活かしていろいろと工夫しながら、先ずは１回実施し、子どもたちのピュアな笑顔に接してみるのもよいのではないでしょうか。（工藤克己）
